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序論                                      
第１章 特殊教育から特別支援教育への転換                           
第２章 特別支援教育に求められる専門性とチームによる取組                        
第３章 授業に焦点を当てたこれまでの T・T                         
第４章 特別支援教育における T・Tの実態調査                         
第５章 共生社会を見据えた T・Tのあり方 
  総括と今後の課題 
から成っている。以下に各章の概要について述べる。 
 序論において、論者は、本論文の目的を「特別支援教育の現状に鑑み、通常学級及び特
別支援学校の授業における T・T の実態と課題、専門スタッフ、外部人材が参画している T・
T の実態と課題を明らかにするとともに、授業における T・T から多様な人材が教育活動に





























































































































































































知的障害特別支援学校における T・T 及び一般校における T・T に関する先行研究を検討し






































































































































１ 特別支援教育総論 共著 風間書房  平成 26 年 10 月 
２ 保育と表現    共著 嵯峨野書院 平成 27 年 4 月  
＜学術雑誌に掲載された論文＞ 
１ 知的障がい特別支援学校におけるティーム・ティーチングに関する実践的研究―授業
分析と AT の支援に焦点をあてて―第Ⅰ報 査読無 単著 大阪教育大学紀要第Ⅳ部門教




分析と AT の支援に焦点をあてて―第Ⅱ報 査読無 単著 大阪教育大学紀要第Ⅴ部門教
科教育 64 巻第１号 平成 27 年 9 月 
３ 知的障がい特別支援学校におけるティーム・ティーチングに関する実践的研究―授業
分析と AT の支援に焦点をあてて―第Ⅲ報 査読無 単著 大阪教育大学紀要第Ⅴ部門
教科教育 64 巻第 2 号 平成 28 年 3 月 
４ 特殊教育から特別支援教育への転換―その歴史的背景と近年の動向―査読有 単著 
大阪総合保育大学紀要第 11 号 平成 29 年 3 月 
５ 聾重複児のコミュニケーション指導の事例 査読有 単著 発達人間学研究 生涯発
達科学会 第 18 巻第 1 号 平成 30 年 2 月 
６ 特別支援教育におけるティーム・ティーチングに関する一考察―知的障害特別支援学
校におけるティーム・ティーチングの長所項目表と AT の支援評価表作成を通して―査読
有 単著 大阪総合保育大学紀要第 12 号 平成 30 年３月 
＜専門学会で行った口頭発表＞ 
１ 知的障がい特別支援学校おけるティーム・ティーチングに関する実践的研究―授業分
析と AT の支援に焦点をあてて―査読無 単著 第 11 回スクールリーダー研究会 大阪
























































のみならず、通常学級でも T・T が一般化し、MT と AT が同等の立場で関わり、児童生徒の
共通理解を初め、授業づくりへの参画、役割分担等が欠かせない今日及び今後の教育現場
に重要な示唆を与えるとともに、より効果的な T・Tをめざす研究の水準の引き上げに寄与
 13 
 
することは間違いない。 
 (４)の「当該博士学位申請論文に、他の研究領域を含む学際性が認められること」につい
て。 
論者は、T・T やノーマライゼーション、インクルーシブ教育、共生社会等の概念に関す
る国際的な比較に基づく詳細な考察を行っているのみならず、国連や日本におけるノーマ
ライゼーション実現のための取組や障害者施策を検討するとともに、「障害」の概念の歴
史的変遷や、特殊教育から特別支援教育への転換の歴史的経緯を丁寧に跡付けている。そこ
に、本論文の学際性が認められる。 
最後に、(5)の「本学大学院が授与する博士の学位にふさわしいと認められるものである
こと」について。 
本論文は、特別支援学校教員及び管理職としての自己の体験と特別支援教育の研究者と
しての問題意識に基づき、通常学級及び特別支援学校の授業におけるT・Tの実態と課題を
探るとともに、共生社会を見据えた特別支援教育を進めるために、教職員と共に多職種の
専門家や外部人材の参画を得た効果的なT・Tの進め方を具体的に提案しており、本学の授
与する博士(教育学)の学位に十分ふさわしい内容と認めることができる。 
本論文は、以上のように、高く評価すべき独創性等を備えているが、論文の公開審査会
において論文審査委員により出された質問や問題点の指摘の主なものを記すことにする。 
第一に、論文の構成において整合性・一貫性に欠けると思われるところや、各章の考察 
において繰り返しの多いことが指摘された。 
 第二に、T・Tの定義において、学校一般におけるそれと特別支援学校におけるそれが混 
同されているのではないかと思われる箇所が認められ、最終提出までに修正するよう求め 
られた。 
第三に、本論文の第 5 章の考察において、それ以前の章の図表を参照するようにしばし
ば指示されているが、その図表を見付けるのに時間がかかり、参照ページ数を付記してお
いてもらえると有難いとの注文が出された。 
第四に、今後の課題や展望について、教育とは何か、教師の役割とは何かといったより
本質的な問いにも踏み込んで考察を加えてもらいたいとの注文も出された。 
以上、審査委員により出された本論文に対する主な問題点の指摘や注文を列挙した。た
しかに、本論文には、これらの問題点が含まれているが、しかし、論者自身も指摘を受け
て修正できる点は最終提出までに修正し、すぐに修正できないものについては、今後の課
題としてその解決に向かって研究を継続したい旨表明しているので、これらの問題点が、
課程博士論文としての価値を大きく損なうものではない。 
よって、本論文は、博士（教育学）の学位を授与するにふさわしいと論文審査委員全員
一致で判断した。 
 
 
 14 
 
 
 
